
権利としての社会福祉を守る全国の社会福祉法人のみなさん！ 分野と地域をこえて手をつなぎましょう！ 
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1 月 26 日（木）2022 年度社会福祉経営全国会議管理職養成学校の第 2 期「卒業発表・修了式」が開催されま

した。 8月に開校した管理職養成学校もいよいよこの日、最終日となりました。今年度もコロナ感染予防に努め

る中で第 3 講座以外はオンラインで開催されました。受講生を送り出してくださった各法人の推薦者の方、また

講師の先生方、来賓の方々にもオンラインで多数参加していただきました。 

 

★ 第 1 部「卒業発表」 

第五回は「卒業発表」「ゼミ発表」「修了式」の３部構成となっており、今年も ZOOM 開催となりましたが、各法人

からもたくさん列席していただきました。1 部の「卒業発表」では、受講生それぞれの法人、事業所の中長期計画

をプレゼンテーションするという内容でした。本講座のねらいとしては以下の 3点です。 

①権利としての社会福祉の発展を目指す法人・施設として、地域の中で求められる役割を踏まえた中長期計画

を作成発表する。 

②中長期計画の作成にあたって、プロジェクトチームを組織し、意見を引き出す力、考えを表現する力、意図を

伝える力など、管理職として必要な資質を高める。 

③理事会等での事業計画報告や予算の審議等、管理職に必要な発信力を高める。 

 

第２期養成学校が有終の美を飾りました！！

た！！ 
 

今回のプレゼンテーションは準備段階として、受講生個々の職場内でチームを組み、前回の講義後に SWOT 分

析、SWOT クロス分析、BSC 表をさらに見直す作業から、発表内容である「中長期事業計画」に繋げていただき

ました。持ち時間は 5 分間。この時間でどのように相手に的確に計画を伝えることができるかが問われました

が、自身で作成したボードを使ったり、パワーポイントを駆使したり、ほとんどの皆さんが時間内で発表できま

した。受講生の皆さん自身、6か月前の入学時には、このような姿は予期していなかったかもしれませんね。 
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★ 第 2 部「ゼミ発表」 

第 3 講座以外は仲間と対面で講座を受けることができなかった養成学校ですが、受講生の皆さんはオンライ

ンで自主ゼミを開催し、予習・復習のみならず、職場の悩みやコロナの状況も大いに交流してきました。また

「航海」に例えられているこの講座。受講生は「航海日誌」をなるものを綴っていきます。それをゼミ内で共

有し、お互いを理解し励まし一緒に進んできました。 

４グループのゼミ発表は、思い出のアルバム風に学校での出来事をスイングしながら歌にしたり、「福祉の芽

が育った」と寸劇風に金八ならぬ金髪先生が登場した発表もありました。ゼミの皆さんの職場が次々と映し出

されプレゼンや事業計画でいっぱい悩んだけれどこの出会いが心強くしたとの発表。マイルールを発表した

後、福祉という海へみんなで航海して行こう！オリジナルソングを発表したゼミもありました。 

集団での学びの成果ここにあり！ 

オンラインではありますが、来賓の方の笑顔が想像されました。 

 

★ 第 3 部「修了証書授与式」 

一人一人ゼミ担任から名前を読み上げられ、グループのリーダーが全国会議茨木会長より修了証書を授与さ

れました。24 人全員が長期にわたる学校の課題を成し遂げました。受講生の姿が画面越しからでも輝いていて

印象的でした。続く、主催者からの式辞では、まず、茨木会長から、「継承・変革・牽引・共同」という４つの

キーワードに基づき、受講生への期待が述べられました。また、浜岡校長からは、「共に学ぶ、楽しく学ぶ」と

いう養成学校のモットーが体現されたことへの評価とともに、仲間とのつながりを活かしつつ、各法人におい

て、学びを具体的な改善に結び付けるというミッションも併せていただきました。さらに、送り出し法人を代

表して、こばと福祉会の正森理事長からは、お祝いの言葉と、卒業後の実践に対する大いなる期待を語ってい

ただきました。数々の労いやエールが受講生の皆さんの胸にしっかり刻まれたことでしょう。 

そして、卒業生代表の言葉は、ゆりかご福祉会の菅由紀子さん。 

「養成学校で学んでいなければいつまでも理事会に任せて運営や経営から逃げていた気がします。またここ

まで来られたのは、励まし刺激し合ったゼミの仲間をはじめみんなで学べたからだと思います。「航海日誌」は

私の宝物です。」との挨拶を頂きました。受講生を送り出してくださった各法人の推薦者・サポーターの皆さま

及び講師の先生方々に修了証書授与まで参加していただきました。本当にありがとうございました。 

福祉経営全国会議主催へと移行した管理職養成学校。全国から受講していただいた第２期を無事に終えるこ

とができました。学校としては終了しましたが、卒業生の方々には権利としての社会福祉の新たな担い手とし

て、今後各地域で羽ばたいていただきたいと思います。 

これまでも、そしてこれからも権利としての社会福祉・社会保障の追求と、社会変革と事業の推進を目指す

民主的経営の担い手を育成することが養成学校の目標であることには変わりません。全国の中でもその期待を

担う存在として学校自体の航海も続いていくことになりますので、今後ともよろしくお願い致します。 

24 名の受講生の方々、半年間本当にお疲れ様でした。第２期養成学校を全員で完走できたことは、事務局に

とっても嬉しい出来事であり、私たち自身におきましても学びの多い学校となりました。皆さんの学校での奮

闘に敬意を表するとともに、それぞれの法人でのこれからの活躍に期待しています。そして、最後になりまし

たが、養成学校を支援してくださったすべての皆様に改めて感謝申し上げます。 

 

                             

 

 

速報 第３期管理職養成学校の日程が決定しました！！ 

開校式   8/24（木）オンライン 

第 1講座  9/28（木）オンライン 

第 2講座 10/26（木）オンライン 

第 3講座 11/21（火）、22（水）一泊研修現地 

第 4講座 12/21（木）オンライン 

第 5講座  1/25（木）オンライン 

第 3期アフターフォロー講座 4/26（金）リアル 

 

 


